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依
田
学
海
逸
文

依
田
学
海
著
作
の
目
録
は
、
『
近
代
文
学
研
究
叢
書
』
第
一

0
巻

「
依
田
学
海
」
（
昭
和
三
三
年
刊
）
に
載
せ
る
と
こ
ろ
の
も
の
が
、
い

ま
の
と
こ
ろ
も
っ
と
も
充
実
し
て
い
る
。
む
ろ
ん
調
査
不
十
分
の
ま
ま

の
と
こ
ろ
も
散
見
さ
れ
る
し
、
錯
誤
も
見
ら
れ
は
す
る
が
、
今
後
、
よ

り
詳
し
い
学
海
の
著
作
書
誌
の
作
成
に
あ
た
っ
て
は
、
こ
の
リ
ス
ト
が

基
と
な
る
こ
と
は
言
を
ま
た
な
い
。

右
の
目
録
は
、
た
だ
し
、
学
海
の
署
名
（
別
名
も
ふ
く
む
）
が
あ
っ

て
刊
行
さ
れ
た
も
の
に
限
ら
れ
て
い
る
。
遺
稿
草
稿
類
に
つ
い
て
は
、

た
と
え
ば
無
窮
会
な
ど
す
で
に
所
在
の
知
ら
れ
て
い
る
も
の
さ
え
も
、

ま
だ
手
が
つ
い
て
い
な
い
。
そ
れ
ら
の
整
理
、
目
録
の
編
集
、
さ
ら
に

は
本
文
の
紹
介
へ
と
す
す
む
こ
と
、
お
よ
び
か
く
れ
た
著
作
資
料
の
探

索
も
望
ま
れ
る
。

白

石

良

夫

さ
て
、
こ
こ
に
逸
文
と
題
し
て
紹
介
す
る
学
海
の
文
章
は
、
右
に
い

う
著
作
類
と
は
す
こ
し
く
趣
を
異
に
す
る
。
す
で
に
公
刊
物
の
な
か
に

収
め
ら
れ
、
し
か
し
筆
者
の
署
名
が
な
い
た
め
、
こ
れ
ま
で
学
海
と
は

結
び
つ
け
ら
れ
て
こ
な
か
っ
た
も
の
で
あ
る
。
拙
著
『
最
後
の
江
戸
留

守
居
役
』
（
ち
く
ま
新
書
）
執
筆
の
過
程
で
拾
っ
た
も
の
で
、
佐
倉
藩

江
戸
留
守
居
役
人
と
し
て
幕
府
あ
る
い
は
朝
廷
に
提
出
す
る
た
め
に
作

成
し
た
文
書
三
通
、
お
よ
び
匿
名
で
『
中
外
新
聞
』
に
寄
稿
し
た
一
篇

で
あ
る
。

う
ち
前
者
は
、
い
わ
ば
公
用
文
で
あ
り
、
学
海
の
人
物
と
思
想
を
個

性
的
に
か
た
る
も
の
で
は
な
い
。
文
案
は
学
海
で
あ
っ
て
も
他
人
の
手

も
入
っ
て
い
る
は
ず
、
あ
る
い
は
相
談
の
う
え
で
の
合
作
で
あ
ろ
う
か

ら
、
ど
こ
ま
で
を
学
海
個
人
の
発
言
と
み
な
す
か
は
、
突
き
と
め
ら
れ

な
い
。し
か
し
、
文
学
者
学
海
が
、
幕
末
維
新
と
い
う
政
治
の
季
節
の
な
か

で
、
動
乱
の
時
代
に
当
事
者
と
し
て
積
極
的
に
か
か
わ
っ
て
い
た
、
そ

の
生
の
資
料
と
い
う
こ
と
で
典
味
ぶ
か
い
も
の
が
あ
る
。
ま
た
、
藩
内

に
あ
っ
て
外
交
問
題
に
関
す
る
留
守
居
の
発
言
力
は
大
き
い
し
、
他
諸

藩
の
留
守
居
の
あ
い
だ
に
あ
っ
て
も
、
学
海
の
文
オ
は
認
め
ら
れ
て
い

た
（
学
海
が
京
都
滞
在
中
、
他
藩
の
貢
士
が
貢
士
対
策
所
へ
の
策
文
を
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学
海
に
蔀
削
し
て
も
ら
い
に
来
て
い
る
）
。
他
人
の
筆
が
入
っ
て
い
た

り
合
作
で
あ
っ
た
り
し
た
と
し
て
も
、
学
海
の
関
与
は
小
さ
く
は
な
い
。

文
学
者
以
前
の
学
海
の
す
が
た
を
垣
間
見
る
こ
と
の
で
き
る
資
料
と
い

う
に
た
り
よ
う
。

な
お
、
こ
れ
ら
の
資
料
の
詳
し
い
背
景
、
ま
た
、
こ
と
の
顕
末
な
ど

に
関
し
て
は
、
拙
著
を
参
照
さ
れ
た
い
。

①
藩
主
上
京
拒
否
奏
上
文
（
在
京
幕
府
宛
て
）

『
復
古
記
』
巻
五
所
収
。

大
政
奉
還
を
勅
許
し
た
朝
廷
は
、
全
国
の
諸
藩
の
藩
主
に
上

京
を
命
じ
た
。
そ
れ
を
受
け
た
諸
藩
の
多
く
は
、
朝
廷
の
意
図

を
は
か
り
か
ね
て
、
な
か
な
か
決
定
を
下
せ
な
い
で
い
た
。
江

戸
の
諸
藩
邸
で
も
そ
の
対
応
に
苦
慮
し
、
と
く
に
譜
代
諸
藩
は

徳
川
家
と
の
関
係
も
あ
っ
て
、
藩
論
は
二
転
三
転
す
る
と
こ
ろ

も
あ
っ
た
が
、
結
局
、
帝
鑑
の
間
詰
め
譜
代
三
八
藩
が
、
徳
川

家
に
忠
節
を
つ
く
す
と
い
う
意
味
で
、
藩
主
の
上
京
を
拒
否
す

る
こ
と
に
決
定
し
、
そ
の
奏
上
文
を
学
海
が
作
成
し
た
（
『
学

海
日
録
』
慶
応
三
年
―
一
月
九
日
に
「
此
日
、
閣
老
・
伝
奏
に

上
り
て
君
侯
上
洛
を
辞
し
給
ふ
べ
き
書
を
草
し
て
政
事
府
に
上

る
」
と
あ
る
）
。

此
度
、
従
朝
廷
被
為
召
候
旨
、
伝
奏
衆
ョ
リ
御
直
達
御
座
候
得
共
、
私

共
儀
ハ
、
朝
廷
へ
奉
対
候
而
者
陪
臣
之
身
分
二
而
、
公
儀
ヲ
被
差
置
、

御
直
二
御
用
可
有
之
筋
者
有
之
間
敷
処
、
此
度
之
御
大
改
革
二
付
、
定

而
意
外
之
御
用
向
モ
可
有
之
哉
、
万
一
御
沙
汰
之
品
二
寄
、
御
当
家
へ

奉
対
、
臣
節
ヲ
失
ヒ
候
場
合
二
立
至
リ
候
而
者
、
上
者
神
君
様
以
来
御

歴
代
様
御
神
霊
へ
奉
対
、
下
者
私
共
祖
宗
先
霊
へ
対
、
ソ
申
訳
無
之
、
且

被
召
寄
候
上
者
、
朝
廷
ョ
リ
御
政
務
向
御
下
問
被
為
在
候
様
承
知
仕
候

間
、
右
一
々
御
答
申
上
候
様
成
行
候
而
者
、
陪
臣
之
身
分
相
立
不
申
、

何
分
ニ
モ
御
請
之
骰
当
惑
仕
候
。
右
次
第
柄
二
付
、
応
召
上
京
仕
候
モ

其
詮
無
之
、
依
而
、
乍
恐
家
老
一
人
ヲ
以
、
此
段
哀
訴
仕
候
。
幾
重
ニ

モ
伝
奏
衆
マ
デ
被
仰
達
可
被
下
候
。
伏
而
奉
懇
願
候
。
以
上
。

十
一
月

②
藩
主
上
京
拒
否
奏
上
文
（
朝
廷
宛
て
）

『
復
古
記
』
巻
五
所
収
。

①
は
在
京
の
幕
閣
に
宛
て
た
も
の
で
あ
る
が
、
こ
ち
ら
は
朝

廷
（
武
家
伝
奏
）
宛
て
で
、
内
容
的
に
は
異
な
る
と
こ
ろ
が
な

、。し

133 



二
通
の
奏
上
文
を
持
参
し
て
、
佐
倉
藩
重
臣
平
野
知
秋
（
は

じ
め
随
伴
に
学
海
が
指
名
さ
れ
た
が
、
島
田
謙
介
に
変
更
）
と

小
浜
藩
重
臣
岡
見
左
膳
が
相
前
後
し
て
江
戸
を
発
し
て
上
京
し

た
。
だ
が
、
在
京
の
将
軍
も
幕
閣
も
諸
侯
の
上
京
を
望
ん
で
い

た
た
め
、
こ
の
江
戸
で
の
決
定
は
、
ほ
と
ん
ど
反
故
同
然
と
な

り
、
平
野
ら
も
翌
年
の
鳥
羽
伏
見
の
戦
に
ま
き
こ
ま
れ
て
一
月

に
江
戸
に
帰
っ
て
く
る
。

謹
而
奉
申
上
候
。
此
度
、
私
共
御
用
被
為
在
候
二
付
、
上
京
可
仕
旨
御

達
御
座
候
得
共
、
従
来
私
共
儀
者
、
徳
川
家
累
代
之
家
人
二
而
、
朝
廷

ヘ
奉
対
候
而
者
陪
臣
之
身
二
而
御
座
候
間
、
主
家
ヲ
差
置
、
御
直
御
用

御
請
申
上
候
而
者
、
第
一
君
臣
之
大
義
二
相
戻
リ
候
姿
二
相
成
、
何
共

以
奉
恐
入
候
。
且
被
召
寄
候
上
者
、
御
政
務
向
御
下
問
被
為
在
候
様
承

知
仕
候
。
右
一
々
御
答
申
上
候
様
成
行
候
而
者
、
陪
臣
之
身
分
相
立
不

申
、
何
分
ニ
モ
御
請
之
儀
当
惑
仕
候
。
右
次
第
柄
二
付
、
応
召
上
京
仕

候
而
モ
其
詮
無
之
、
依
而
、
乍
恐
隷
臣
一
人
ヲ
以
、
此
段
哀
訴
仕
候
。

何
分
ニ
モ
蛾
蟻
之
微
衷
御
洞
察
被
下
置
、
都
而
是
迄
之
通
、
徳
川
家
臣

僕
之
御
取
扱
二
被
成
下
候
様
、
泣
血
奉
懇
願
候
。
恐
恨
誠
性
頓
首
敬
白
。

十
一
月
十
六
日

③
慶
喜
助
命
嘆
願
状

『
復
古
記
』
巻
四
二
所
収
。

鳥
羽
伏
見
の
戦
で
劣
勢
に
な
っ
て
大
坂
か
ら
江
戸
に
逃
げ
帰
っ

た
徳
川
慶
喜
は
、
朝
廷
に
た
い
し
て
恭
順
の
意
を
あ
ら
わ
し
、

江
戸
城
を
出
て
上
野
東
叡
山
寛
永
寺
に
屏
居
し
た
。
そ
れ
と
並

行
し
て
各
方
面
に
、
朝
廷
へ
の
減
刑
助
命
の
嘆
願
を
依
頼
し
て

い
た
。
江
戸
の
諸
藩
邸
で
も
、
徳
川
氏
救
済
の
た
め
の
哀
訴
状

を
新
政
府
に
提
出
し
よ
う
と
い
う
動
き
が
お
こ
り
、
な
か
で
、

譜
代
四

0
数
藩
の
連
署
に
よ
る
運
動
が
大
規
模
で
あ
っ
た
。
江

戸
佐
倉
藩
邸
が
そ
の
中
心
と
な
り
、
哀
訴
嘆
願
の
状
を
作
成
し

そ
れ
を
持
参
し
て
上
京
し
た
の
が
、
佐
倉
藩
家
老
の
倉
次
甚
大

夫
と
留
守
居
の
学
海
で
あ
っ
た
。

．

疫
応
四
年
三
月
二
日
に
太
政
官
に
提
出
し
た
。
が
、
裁
定
権

は
東
海
道
を
下
向
中
の
総
督
府
に
あ
る
と
い
う
こ
と
で
拒
絶
さ

れ
、
ま
た
同
盟
か
ら
脱
退
す
る
藩
が
で
る
な
ど
し
て
、
こ
の
運

動
は
そ
の
月
の
う
ち
に
中
止
と
な
っ
た
。

謹
テ
奉
言
上
候
。
私
共
儀
、
先
祖
以
来
徳
川
家
臣
属
ニ
ハ
有
之
候
得
共
、

普
天
率
土
、
王
臣
王
土
之
儀
二
有
之
、
況
ヤ
累
代
過
分
之
官
位
爵
秩
頂

戴
罷
在
、
奉
蒙
莫
大
之
天
恩
候
得
共
、
今
般
御
政
事
御
一
新
之
折
柄
、
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万
分
之
稗
補
モ
無
之
、
恐
愧
戦
慄
罷
在
候
。
然
ル
ニ
、
去
ル
正
月
三
日
、

不
料
モ
徳
川
氏
当
主
、
入
朝
之
折
柄
、
先
駆
之
者
共
、
行
違
ヨ
リ
、
意

外
之
及
戦
争
、
近
畿
之
地
二
於
テ
敵
煙
ヲ
動
、
ソ
候
段
、
承
知
仕
、
一
同

驚
愕
失
措
罷
在
候
処
、
終
二
此
度
奉
蒙
御
哀
怒
、
御
追
討
被
仰
出
候
段
、

実
二
当
主
不
束
ヨ
リ
生
候
事
、
今
更
弁
疏
可
仕
様
モ
無
之
候
得
共
、
元

来
当
主
儀
ハ
、
先
年
来
、
先
朝
非
常
之
寵
脊
ヲ
モ
奉
蒙
、
決
テ
弐
心
無

之
段
ハ
天
地
神
明
モ
照
覧
被
為
在
、
億
兆
人
庶
モ
承
知
仕
候
儀
二
御
座

候
。
乍
然
一
時
号
令
不
厳
処
ヨ
リ
、
右
等
之
不
始
末
二
及
候
段
ハ
、
重
々

奉
恐
入
、
坂
城
モ
急
速
退
去
、
江
戸
帰
城
後
モ
恐
恨
謹
慎
罷
在
、
先
祖

墳
墓
之
仏
寺
二
閉
居
候
次
第
、
私
共
、
徳
川
氏
恩
意
ヲ
受
罷
在
候
身
二

取
候
テ
ハ
、
実
二
片
刻
モ
坐
視
傍
観
罷
在
候
二
不
忍
、
何
卒
天
地
覆
載

之
御
仁
慈
ヲ
以
、
寛
宥
之
御
処
置
、
被
仰
出
候
様
仕
度
奉
願
候
。
乍
然
、

私
共
徳
川
氏
二
附
属
罷
在
候
身
分
ニ
テ
、
今
般
之
儀
、
如
何
様
ニ
モ
諌

争
抑
止
可
致
筈
之
処
、
隔
地
罷
在
、
其
儀
二
不
及
段
、
多
罪
之
身
ヲ
以

歎
訴
仕
候
段
、
非
分
ヲ
不
顧
、
奉
恐
入
候
得
共
、
何
分
ニ
モ
前
文
申
上

候
。
当
主
謹
慎
恐
捏
之
儀
モ
有
之
、
且
ハ
徳
川
氏
祖
先
、
奉
対
朝
廷
、

恭
順
之
道
ヲ
尽
、
ソ
、
乱
ヲ
戯
シ
治
ヲ
致
シ
、
奉
安
哀
襟
候
微
勲
ヲ
思
食

不
被
為
捨
、
何
卒
格
外
之
御
恩
典
ヲ
以
、
寛
恕
之
御
沙
汰
被
成
下
候
ハ
ゞ
、

独
徳
川
氏
再
生
之
御
恩
沢
而
已
ナ
ラ
ズ
、
関
東
諸
州
百
万
之
生
霊
、
鋒

鏑
之
難
ヲ
モ
相
免
レ
、
盛
代
御
復
古
之
御
盛
意
ニ
モ
可
被
為
叶
哉
。
乍

恐
、
蛾
鎧
織
芥
之
微
衷
、
御
酌
取
被
下
置
、
幾
重
ニ
モ
御
執
奏
之
俵
、

泣
血
流
悌
奉
哀
訴
懇
願
候
。
恐
愧
敬
白
。

④
京
都
発
の
一

書
生
よ
り
の
書
翰

『
中
外
新
聞
』
外
篇
第
六
号
（
慶
応
四
年
四
月
刊
）
所
収
。

拙
著
の
扉
に
そ
の
写
真
を
掲
げ
て
お
い
た
。

『
中
外
新
聞
』
は
、
慶
応
四
年
二
月
創
刊
の
佐
幕
派
新
聞
。

幕
府
開
成
所
の
教
授
た
ち
で
組
織
す
る
会
訳
社
の
発
行
に
な
る
。

こ
の
年
二
月
二

0
日
に
江
戸
を
発
し
て
官
軍
に
遭
遇
し
な
が

ら
東
海
道
を
上
る
書
生
か
ら
の
投
稿
、
と
い
う
形
に
な
っ
て
い

る
が
、
こ
の
一
書
生
が
学
海
で
あ
る
こ
と
は
、
道
中
の
記
事
の

内
容
が
『
学
海
日
録
』
と
一
致
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
判
明
す

る。
末
尾
の
英
人
傷
害
の
記
事
は
、
日
記
に
は
な
い
が
、
イ
ギ
リ

ス
公
使
パ
ー
ク
ス
が
襲
わ
れ
た
事
件
で
あ
る
。

0
京
師
へ
遊
学
せ
し
或
一
書
生
よ
り
の
書
翰
書
抜

去
る
二
月
廿
日
、
江
戸
出
立
。
道
中
滞
な
く
、
廿
三
日
、
駿
河
府
中
宿

ち
ん
ぷ

一
泊
の
節
、
橋
本
・
柳
原
両
鎮
撫
当
宿
迄
下
向
の
確
説
承
知
い
た
し
、

同
廿
四
日
、
藤
枝
の
宿
に
て
、
薩
長
の
人
数
洋
服
を
着
し
手
銃
を
携
ヘ
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東
下
す
る
に
あ
ふ
。
日
坂
に
至
れ
ば
、
紀
州
の
勢
、
駅
中
に
充
満
す
。ふく
ろ

掛
札
皆
、
御
親
征
御
用
と
し
る
し
有
レ
之
。
廿
五
日
、
掛
川
を
発
し
袋

ゐ井
に
至
る
。
肥
後
・
備
前
の
兵
充
満
す
。
天
竜
川
を
渡
る
と
き
、
両
鎮

ひ
た
A
れ

撫
の
行
軍
に
逢
ふ
。
錦
の
直
垂
に
立
烏
帽
子
騎
馬
に
て
、
藤
堂
の
兵
、

そ
で
じ
る
し

之
に
従
ふ
。
皆
赤
地
の
錦
の
短
冊
を
以
て
袖
印
と
し
、
白
に
黒
く
菊
の

紋
を
染
出
し
た
る
旗
二
、
三
流
を
持
せ
る
。
浜
松
•
吉
田
の
兵
は
見
送

り
と
し
て
之
を
護
衛
す
。
鎮
撫
の
後
に
一
ツ
の
箱
を
荷
ふ
。
即
ち
鎮
撫

総
督
御
朱
印
と
記
し
有
レ
之
。
同
廿
六
日
、
今
切
の
渡
し
を
過
ぎ
吉
田

あ
り
す
が
は
そ
つ
の
み
や

駅
に
至
れ
り
。
こ
A
に
、
親
征
の
大
都
府
有
栖
川
帥
宮
熾
仁
親
王
、
本

陣
を
す
へ
給
ひ
て
、
筑
前
の
大
兵
之
を
護
衛
す
。
甚
厳
重
な
り
。
往
来

の
士
人
を
探
索
す
る
事
、
亦
厳
敷
候
。
張
番
は
三
宅
備
後
守
の
兵
な
り
。

み
な
が
れ

御
本
陣
は
、
菊
の
紋
付
た
る
紫
の
幕
を
引
渡
し
、
錦
の
御
旗
―
―
一
流
を
立

み
や

て
ら
る
。
廿
八
日
、
宮
に
至
り
し
に
、
風
様
宜
か
ら
ず
し
て
舟
を
出
さ

ゃ
む

ず
。
已
を
得
ず
し
て
一
泊
し
、
漸
く
晦
日
に
京
師
に
着
す
。
此
日
、
英

人
参
内
を
許
さ
れ
、
其
旅
宿
南
禅
寺
よ
り
三
条
の
畷
を
過
る
時
、
突
然

と
し
て
一
人
の
男
子
出
来
り
、
刀
を
振
ひ
て
英
人
四
、
五
人
を
傷
付
、

又
警
固
の
武
士
数
人
を
傷
け
た
り
。
英
人
は
深
手
に
て
、
死
に
も
至
る

べ
し
と
い
ふ
。
男
子
は
、
事
の
成
る
に
よ
り
て
自
殺
し
て
死
す
。
警
固

の
士
、
其
首
を
取
り
去
る
。
此
日
、
見
物
の
も
の
群
集
せ
し
か
ば
、
其

騒
ぎ
名
状
す
べ
か
ら
ず
と
云
々
。
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